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I はじめに
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社会構造と生活環境の変化で，私達は，からだを動かす機会を失いがちである。運動不足は
慢性化し，成人病は子どもにまで及びつつある。こうした傾向への反動として市民スポーツ活
動が，各地で盛んに行なわれている。従来から水泳は競技スポーツとして，あるいはレクリエ
ーション活動の1つとして，多く の人々の参加を見てきたスポーツであるが，今日のようにブ
ームを呼んでいるのはこのよう な社会を反映したものと思われる。
北海道教育庁は，道民皆泳推進計画の中で「道民の体力，泳力等の現状および水泳の特性，
効果などから，道民体力づくりに極めて有効な方策として，速やかに水泳の普及振興をはかる
必要があるjとし，市民プールの設置を促進し， 各地で講習会を開講し指導者の養成につとめ
ている。また大都市には私設のスイミングクラブ （以後， SCと略称）が次々に建設されている。
このよ うな状態は，これからも続くであろうと考えられるが， 体育関係施設の指導員として
就職する者が多い，保健体育科体育コースの学生はこのような社会現状に，どのようにかかわ
っていくかについて継続して研究していきたいと考えているが今回は，泳力について入学時の
年次比較と，同一学生の入学時と卒業時の泳力の変化について報告する。
E 調査方法
1.調査の対象
本学保健体育科体育コースに昭和48年度に入学の学生46名， 同コースに昭和52年度に入学の
学生81名（但し，昭和52年度入学の学生は卒業時には73名であった。）
2.調査の方法
入学時の調査は質問紙により行なう。 内容は次の通りである。
①あなたは現在泳げますか。 ア．泳げる イ．泳げない
② あなたが泳げる（lOm位）ようになったのは何才頃でしたか。 （ 才頃）
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あなたに泳ぎを最初に教えてくれた人はだれでしたか。③ 
その他 （オ．エ．先生ウ．友人イ．母ア．父
あなたが1永げるようになった士易戸斤はどこですか。④ 
カ．その他 （オ．校外プールエ．校内プールウ.J 11 イ．湖ア．海
m｛立）クロール（ア．あなたの現在の；永力はどのていどですか。⑤ 
m位）エ．横泳 （m位）ウ．背泳（m位）イ．平泳
イ．泳げない
あなたがf永げないE里由はなんですか。
また，卒業時には質問紙法で次の内容について調査した。
① 
② 
ア．泳げるあなたは現在泳げますか。
⑥ 
あなたの現在のj永カはどのていどですか。
エ．横泳ウ．背泳イ．平泳クロールア．
入学後のことを書いて下さい。
イ．高東習しないア．練習した授業以外に水泳の練習をしましたか。
回）｛可固くらい車東習しましたか。
その他コ二ウ．海イ．室外プールア．室内プールどこで中康習しましたか。
オ．そのイ也エ．兄弟ウ．母イ．父ア．友人だれと高東習しましたか。
※ 
???
???
教えてくれた人はだれでしたか。
その他 （コ二ウ．友人プールの指導員イ．ア．いなかった
結果と考察Il 
同一学生の入学時と卒業時の比較の両面から考察すると，48年度と52年度の入学時の比較と，
次のようである。
泳げる 泳げない 白紙
48 人数 29 17 。46 
年
度 % 64.0 36.0 。100 
52 人数 69 12 。81 
年
度 % 87.5 12.5 。100 
53 人数 70 1 2 73 
年
度 % 97.3 1. 4 2. 7 100 
泳げる者の人数と割合表1I.泳カについて
泳げる者の割合(1) 
と泳げるミと答えた学生が， 48年度は64.0%
5年間でであったのが52年度では87.5%と，
これは
プール施設の充実によって学校体育に水泳が
行なわれるよ うになったことと， 余暇時間の
利用が積極的にスポー ツヘ向けられているか
23.5%とおおきな伸びを示している。
図1
らではないかと思われる。（表I，図1参照）
これを初等科の学生と比較してみる
泳げる （64.0%)48年度入学時
また，
(12.5%) 
(87.5%) 52年度入学時と48年度は初等科31.3%体育コース64.0%,
白紙
(2. 7%) 
ノ
(1.4%) 
(95.9%) 
S3年度
卒業時
しミ
かなり高い割合で上回
52年度初等科54.4%体育コース87.5%と，
ずれも体育コースが，
っている。体育コースの学生は，入学前から体育に対
し積極的に取組んできたのであろう。 （図2参照）
次に， 52年度入学の学生が卒業時にどう変っている
かについて調べてみるとと泳げるミと答えた学生が95.9
%， と泳げないとと答えた学生が1.4%，無記入2.7 
%であった。 リ永げないミと答えた学生と無記入の学
生の質問紙を再調査したところ，いずれも本人の記入
時のミスで，そのあとの質問にはそれぞれと泳げると
ことを前提に回答しである。このことから53年度の卒業時には全員が泳げるようになっている
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ものと思われる。 （表l，図1参照）
(2) どのていどj永げるか
「あなたの現在の泳力はどのていどですか」と言う質問を，クロール，平泳，背泳，横泳に
分けて行ない，その泳力を分析してみた。
考察に入る前に，白紙回答のあっかい方について若干の説明を加えておきたい。 48年度と52
年度の白紙の回答は，その泳法で泳げないから，あるいは泳いだことがないから距離を記入し
なかったのである。しかし53年度の白紙回答は，その前の質問に対し「泳げる」と答えているに
もかかわらず距離が記入されていないのである。しかも，クロール，平泳，背泳，横泳全部に
書いていない。したがって白紙回答率が16.4%と4泳法とも同率なのである。このことから53
年度の白紙の回答は「泳げない者」ではなく記入を怠ったものと考えられる。このような結果
が出たのは，質問紙の作制段階に問題があると反省している。
さで，まずクロールについて表2を見でみると， 48年度は白紙の回答が60.9%と最も多かっ
たのに対し， 52年度は白紙は14.5%と少なく，一番多いのはlOmから25mの距離を泳ぐことが
できると答えた学生で62.3%であった。また， 53年度の卒業時には， lOmから25mまで泳げる
学生が42.5%と入学時より低い割合を示している。しかし，25mから50m泳げる者の割合が17.4
%から28.8%に上っていることから考えて，入学時lOmから25mまでしか泳げなかった学生の
中に，卒業時にそれ以上泳げるようになった者がいることになる。以下，平泳，背泳について
もクロールと同じようなことが言える。それは， 3泳法いずれも同じような図を示しているか
らである。また， 100m以上泳げると答えた学生が，どの年度も同じように少ない割合である
のは，やはり長い距離を泳ぐには相当な時間練習し， しかも豊かな経験が必要で、あることと，
学生の練習の場がプールで，限られた距離を往復する止うな練習方法では，長距離を測定する
機会もなく，身に着かないのであろう。 （図3，図4，図5参照）
横J永は，他の3泳法に比べで少し変った図を示している。まず，どの泳法よりも泳げない者
の割合が高いこと，それに50m以上泳げる者があまりいないことである。これは，横泳の泳法
から考えて，速さを目的とする競争用の，クロール，平泳，背泳と違い，救助のための泳法で
あることから，学校体育においても指導をすることが少ないからではないだろうか。（図6参照）
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表2 泳法別泳げる距離
7 ロ ー ル 平 T昆 背 泳 横 J理〈
年度 可空群 ~~ ~~ f拡 iJO~ 白紙 10～巴 田～団 由～10！日）以上 白紙 10～缶 田～団 回～101曲目上 白紙 10～缶 田～閃 同～101曲以上 白紙
人数 15 4 。 28 16 3 25 18 2 。2 24 9 。。 36 
48 
% 32.6 4.3 0 2.2 60. 9 34. 8 6目5 2. 2 2目 54.3 39.1 4.3 0 4. 3 52. 3 19. 5 。0 2.  78. 3 
人数 43 12 2 2 10 40 9 4 3 13 28 17 4 3 17 23 2 2 。42 
52 
% 62. 3 17. 4 2. 9 2. 9 14. 5 58. 0 13. 0 5. 8 4.4 18. 8 40. 6 24. 6 5. 8 4. 4 24. 6 33. 3 2. 9 2. 9 。60.9 
人数 31 21 6 3 12 27 23 8 3 12 27 23 9 2 12 27 26 8 。12 
53 
% 42.5 28. 8 8目2 4.1 16.4 37.0 31. 5 1. 0 4.1 16.4 37. 0 31. 5 12. 3 2.8 16.4 37. 0 35. 6 1. 0 0 16. 4 
10～25 25～50 50～100 100～ 白紙
図3 クロ－ ）レ
48年度 32.6 4.3 。2.2 60.9 
52年度 62.3 17.4 2.9 2.9 14.5 
53年度 42.5 28.8 8.2 4.1 16.4 
図4 平 子水
48年度 34.8 6.5 2.2 2.2 54.3 
52年度 58.0 13.0 5.8 4.4 18.8 
53年度 37. 0 31. 5 1. 0 4.1 16. 4 
図5 背 J永
48年度 39.1 4.3 。4.3 52.3 
52年度 40.0 24.6 5.8 4.4 24.6 
53年度 37. 0 31. 5 12. 3 2.8 16.4 
図6 横 J永
48年度 19.5 。。2.2 78.3 
52年度 33.3 2.9 2.9 0 60.9 
53年度 37. :J 35. 6 1. 0 0 16.4 
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泳力について総合して考えてみると， 48年度よりも52年度の方が泳げる者が多くなっている
こと， 52年度の入学時よりも卒業時には，泳げる距離を確実に伸していること， 100 m以上泳
げる者は48年度， 52年度， 53年度ともそう変わらないことがわかった。
2.泳げるようになった条件
(1）泳げるようになった年齢
7 才
泳げるようになった
とは， lOm以上泳いだ
時とした。表3を見る
とわかるように， 48年
度は泳げるようになっ
た年令が7才から18才
年1主＼以 下
48 。
52 。
表3 泳げるようになった年令
7才～ 11才～ 13才～ 16才～ 18 才 白紙
10 才 12 才 15 才 18 才 以上
24.0 28.0 24.0 24.0 。 。
59.4 23.2 15.9 。 。 。
に， 24%,28%, 24%, 24%と平均して分布しているのに対し，52年度は7才から10才までが
59.4%と，この時期に集中しており，半数以上が7才から10才までに泳げるようになっている。
このことは，小学校教育において水泳が指導され，それが効果を上げているためと考えられ
るであろう。水泳は，短大生になってから学ぶより も，小さい頃に覚えた方が修得が容易であ
るので， これからも小学校において，より基本泳法について指導される様望むものである。
(2）教えてくれた人
水泳を最初に教えてくれた人は誰 表4 教えてくれた人
なのか， 48年度はと友人ミが最も多
く40.6%であるのに対し， 52年度は
と先生ミが多く31.9%になっている。
52年度のとその他ミと答えた学生
について，それはいったい誰であるの
のか（ ）に記入させたところ， と自
＼＼＼ 
48 人数
年
度 % 
52 人数
年
度 % 
父
4 
12.5 
11 
16.0 
母 友 人 先生 その他
2 13 7 6 
6.3 40.6 21. 8 18.8 
4 19 22 13 
5.8 27.5 31. 9 18.8 
分と9人， とお(j¥ と兄ご と妹ミがそれぞれ1人， 無記入が1人であった。 自分自身で泳ぎを
覚えた学生が多いのに驚いた。
(3) どこで泳げるよ うになったか
泳ぎをどこで、修得したかについては， 48年度は海が最も多かったのに52年は校外プールが最
も多く40.5%，次いで校内プールが30.4%で，プールで泳 ぎを覚える人が増えている。
これは， 複合汚染によって海はもう泳ぎの場ではなくなり， プールがそれに代っているため
である。 51年の文部省の調
表5 どこで泳げるようになったか （%） 
査によると全国のスポーツ 場所
海 校内 号－~t その他｜ 白紙施設のうちプールは，運動 年度 J胡 Ill プール
広場，体育館に次いで第三 48 42.9 
。。32. 1 21. 4 3. 6 I 。
3) 
位である。 52 23. o I 01 2. 9 I 30.4 I 40. 5 I 1. 5 I 1. 5 
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このように，施設が整ってきているなか，プールを利用する人々は増々ふえるであろう。し
たがって，プールで水泳を修得する人々も増加すると思われる。
3.泳げない理由
泳げない理由について調べてみると，表6
のようになる。 この表でみると， 48年度は
と習う機会がなかったとと答えた学生が26.4
%を示しているが， 52年度は8.3%と低い割
合になっている。また， と施設がなかったミ
と答えた学生が，48年度は10.5%, 52年度は
8.3 %である。いずれも， 52年度が低い割合
になっているが，これは， 学校体育において
水泳が計画的に指導され，しかも，水泳施設
が広範囲に普及しているため，泳げない理由
ではなくなっていること を示している。また，
表6 泳げない理由（重答）
E里 由 48年度
習う機会がなかった 26.4 
水恐怖性 15.8 
意志がなかった 15.8 
施設がなかった 10.5 
泳ぐ機会がなかった 10.5 
クラブ活動をしていたため 10.5 
泳ぎが好きではない 。
その千也 10.5 
52年度
8.3 
8.3 
25.0 
8.3 
16.8 
16.8 
8.3 
25.0 
一般的には高い割合を占めると考えられると病弱のためミ という理由が， 48年度と52年度とも
1人もいない。体育コースを志望する学生ならではの結果であろう。
4.在学中の練習について
泳力が， 52年度の入学時に比べて， 53年度の卒業時におおきな伸びを示していることは前に
も述べたことであるが，このような高度の泳力を修得するために， 学生個人個人がどのよ うな
条件のもと，練習を行なっているのであろうか，以下の項目から探つでみたい。
(1）授業以外の水泳の練習について
この質問に対し97.3%の学生がと練習したミと答えている。また， と練習しなし、と答えた
学生は2.7 %であった。 と練習しないとと答えた 2人の学生について，入学時の調査票を調べ
てみると，1人は，クロール （25m位），平泳（50m位），背泳（50m位），横泳（25m位），と
記入しており，もう 1人は，クロール（25m位），平泳 （15m位），背泳 （25m位），横泳（25
m位） と記入していた。2人とも入学時から安定した泳力を持っており，入学後は，水泳の授
業時間内だけで，満足で、きる泳カが身に着いたものと思われる。この2人の学生を除いては，
何らかのかたちで授業以外に練習を行なっていることがわかった。
(2）練習回数
次にと練習したとと答えた学生について，いったい何回くら
い練習したか（ ）に回数を記入しても らった。
表7がその結果であるが，6固から10固と答えた学生が最も
多く43.7%であった。次いで， 4固から 5回が26.7%で2番目
に多い。 10回以上練習にいったと答えた学生は71人中11人いた
が， この中には20回， 30固と書いている学生もいた。
表7 練習回数
練習 回数 人数 % 
1 ～ 3 10 14.1 
4 ～ 5 19 26. 7 
6 ～ 10 31 43. 7 
10 ～ 11 15.5 
白 。。
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平均よりもかなり多い回数練習している学生について，入学時の調査票を調べてみると，やは
り「泳げない」と答えている学生が圧倒的に多い。
入学時に，まったく泳げない学生が，クロール，平泳，背泳，横泳の4泳法をそれぞれ25m
以上泳げるようになるためには，授業以外に約10回以上の練習が必要で、，個人の運動能力，水
泳に取組む姿勢，その他の条件によってその回数は10回だったり20回だったり，あるいはそれ
以上だったりするのである。
(3) 練習場所
それではいったいどこで高東習した
たのですかと質問したところ， と室
内プー ルミと答えた者が全体の97.2
%とほぼ全員が室内プールを練習
の場にしていることがわかった。
どこのプールを利用しているのか
を（ ）の内に記入しでもらった
ところ，やはり，短大周辺の 「江
別市青年センタープールJ50. 0%, 
「札幌市厚別温水プール」 38.0%
で，全体の9割近くを占めている。
表8 練習場所
場所 室内プール 室外プール 海
% 97.2 。 2.8 
室内プールの内訳
江別市青年センタープール
札幌市厚別温水プール
郵便貯金会館プール
札幌アスレチyククラフゃ温水プ ルー
北海道青少年会館温水プール
登別市民プール
遠軽町温水プール
そ の他。
50.0% 
38.0% 
7.6% 
1.1% 
1.1% 
1.1% 
1.1% 
その他では 「郵便貯金会館プ ルー」 7.6%，「札幌アス レチッククラブ温水プーJレJ，「北海道
青少年会館温水プール」， 「登別市民プー ル」， 「遠軽町温水プール」 がそれぞれ1.1 %であっ
た。 学生の練習場所は， 学校の近くのプールがほとんどであるが，その他に札幌市内のプール
を利用したり，帰省先の市町村のプールで千廉習している学生もいることが明らかになった。
(4) だれと車東習したか
だれといっしょに練習したかと言う質問には， と友人と と答えたのがほとんどで98.6%を占
めている。父母といっしょに練習したのがl人で， あとは全員友人同志で練習を行なっている
ことになるが，練習場所が学校の周辺で，いっしょに練習したのが仲間同志であることは，「水
泳」が，体育コースの学生にとっては研修のためのものにほかならず，学習するという範囲を
越えないもののようだ。
(5）教えてくれた人
練習中に教えてくれた人はいるか調べてみると， といないとと答えた学生が23.9%, とプー
ルの指導員とが14.1%, と友人とが54.9%，無記入が1.4 %であった。
プールの指導員に積極的に教えてもらう学生よりも，友人相互に注意し合いながら練習した
り，自分1人で練習している者が多く，現代の学生の学習態度がうかがえる。なお，水泳講習
会に参加し，その講師に教えても らったと書いている学生が2人いたことをつけ加えておく。
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N おわりに
以上のように今回は，入学時の年次比較と，同一学生を対象としで入学時と卒業時の比較，
の両面から調査を進めてみたが，それによると次のようなことが明らかになった。
まず，入学時の比較から，①48年度の入学生よりも52年度の入学生の方が，水泳の能力が総
合的にすぐれている。③永げるようになった年令は， 48年度は7才から18才にかけてであるの
に対し， 52年度は，7才から12才の聞に集中している。⑨永げるようになった場所は， 48年度
は海が半数近くいたのに， 52年度は， プールが圧倒的に多かった。この3つのことから言える
ことは， プール施設が市民プール，学校プールを問わず各地に普及し，わざわざ海へ行かなく
ても水泳を楽しむことができるようになり，手軽なスポーツとして人 に々広く浸透していると
思われること，また，低い年令において，おそ らく小学校段階で、水泳を覚えてしまっているこ
とである。
これからの入学生は，もっと恵まれた環境の中で育っているのであるから，このような傾向
は増々顕著に現われてくるであろ う。 したがって，短大における授業の内容も，このような状
況に合った方向で研究していかなくてはならない。
次に，入学時と卒業時の泳力の比較であるが，当然ながら卒業時の学生の泳力は入学時のよ
りも格段優れている。在学中の練習についての調査では，①ほとんどの学生が授業以外に練習
を行なっている。②練習の回数は平均8.43回である。③練習場所は室内プールで，友人といっ
しょに練習している。以上のよ うなことが明らかになった。体育コースの学生については，授
業の最終日に4泳法（クロール，背泳，平泳，横泳）を，各25m泳ぐ試験を実施しているが，
この試験に合格するためには，上記笹沼渇の条件下で自主学習を行なっているのが，体育コー
ス学生の実態である。
次回の報告では，本学において体得した水泳の能力が，卒業後どのように生かされているか
調査を進めていきたい。また，社会体育の指導者として就職した卒業生についても，個々に調
査をしたいと考えている。
最後に，この調査を報告するにあたり まして，いろいろご指導いただきました，東昇教授，
後藤俊教授，その他ご協力下さいました皆様に，心よりお礼申し上げますとともに今後ともご
指導下さいますようお願い申し上げます。
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